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平成３０年度第１回三沢市総合教育会議 

 

１開催日時 平成３１年２月２２日（金）１３:３０～１４:２０ 

２開催場所 三沢市役所大会議室 

３出席者 

 ⑴ 市長 種市 一正 

 

 ⑵ 教育委員 

    教育委員（教育長）   冨田 敦 

    教育委員        相沢 靖恵 

    教育委員        立花 肇 

    教育委員        黒沢 のぞみ 

４事務局 

⑴ 総務部 

    総務部長        佐々木 亮 

    参事兼総務課長     山﨑 徹 

    副参事兼課長補佐    伊澤 徹 

 ⑵ 教育委員会事務局 

    教育部長        山本 智香子 

    教育総務課長      髙橋 徳孝 

    教育総務課長補佐    種市 剛大 

    学校教育課長      米内山 誠毅 

    学校教育課指導主事   香賀 裕文 

    学校教育課指導主事   松阪 進 

    学校教育課指導主事   上原子 孝始 

 

５会議次第 

 ⑴ 開会 

 ⑵ 市長挨拶 

 ⑶ 議事：三沢市小中学校教育の現状と課題 

（１）学習面について 

  ・県学習状況調査結果 

（２）生徒指導面について 

  ・いじめ、不登校など生徒指導上の諸課題 

（３）新学習指導要領への対応について 

  ・英語教育セカンドステ 

  ・ＩＣＴ環境整備 
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６会議の概要 

 

 【佐々木総務部長】  

皆様こんにちは、本日の司会を務めます総務部長の佐々木です。よろしくお願い

い 

たします。 

ただいまから、平成３０年度第 1回三沢市総合教育会議を開会いたします。 

本日の会議は、お手元の次第に沿って、進めさせていただきますので、よろしく 

お願いします。 

はじめに、種市市長よりごあいさつ申し上げます。 

 

【種市市長挨拶】 

会議の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

本日は、大変お忙しい中、第１回三沢市総合教育会議にご出席をいただきまして、

誠にありがとうございます。 

また、委員の皆様には、平素より市政各般にわたり、多大なるご理解とご協力を

賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、ご承知のとおり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、

平成２７年４月から全国すべての自治体で「新教育委員会制度」がスタートし、当

市におきましても「三沢市総合教育会議」を設置し、本年度で４年目を迎えたとこ

ろであります。 

この新制度は、行政と教育委員会が一体となって教育施策を進める体制を構築す

ることにより、幼児教育と保育の一体的な推進や大学と高校との連携、さらには教

育行政と福祉、雇用、地域振興など、行政との連携が、これまで以上に強まるもの

と思っております。 

委員の皆様には、当市の教育委員を務めていただき、大変お世話になっておりま

すが、教育改革が進む中、未来を担う「子どもたち」のために、市と教育委員会が

これまで以上に連携し、効果的な教育行政の推進に、引き続き、ご尽力を賜ります

ようお願い申し上げます。 

本日の案件につきましては、「三沢市小中学校教育の現状と課題」について、担

当課から説明させますので、委員の皆様には、忌憚のないご意見をいただき、活発

な意見交換の場となりますよう、お願い申し上げまして、ご挨拶といたします。 

 

【佐々木総務部長】 

ありがとうございました。 

議事の進行につきましては、三沢市総合教育会議第４条第３項の規定に基づき、

会議の議長は市長が務めることとなっております。 
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種市市長、よろしくお願いします。１件となっております。 

  

【種市市長】  

それでは、しばらくの間、議長を務めて参りますので、委員の皆様方のご協力を

よろしくお願いします。 

それでは、さっそく、議事に入りたいと思います。 

本日の案件は三沢市小中学校教育の現状と課題について、三つの項目に分けて議

題といたします。 

まず、１つ目の「学習面について」、事務局からの説明をお願いします。 

 

 

 

【米内山学校教育課長】 

それでは、案件（１）、学習面について説明いたします。 

表紙を１枚めくって青い付箋のついたページをごらんください。 

昨年８月２９日に、県内全ての小学５年生と中学２年生を対象に実施された、県

学習状況調査の三沢市の結果です。 

小学校と中学校ともに、県を上回り、県の平均正答率を１００としたときの三沢

市の割合を表す県比が、全てにおいて１００を超えております。特に、中学校英語

の高さが際立っていて、全体の県比を押し上げています。 

市内の児童生徒のがんばりと、先生方の指導の積み重ねの成果と考えております。 

内容別に見た場合、今後は、特に小学校では社会の「考える力」を、中学校では

国語の「書く力」を育てていく必要があります。 

そのため、新学習指導要領のキーワードともなっている、主体的・対話的で深い

学びを各学校にお願いしております。各学校では、児童生徒がペアやグループにな

って考えを分かりやすく言葉や文章にして伝え合ったり、深めたり広げたりしてい

く学習活動の充実を図っているところです。 

続いて２枚目の資料をごらんください。 

これは、教科を総合した県比の、過去１５年間の変化を示したグラフです。 

 小学校は、年度によって増減がみられますが、平成２６年以降、過去５年間で

見ると、上昇傾向にあります。 

中学校は、当初からみますと、多少の増減を繰り返しつつも、概ね上昇傾向が続

き、特に今年度は県から発表された市・郡、地区別の集計では、トップの結果とな

っております。 

 ３枚目の資料は、教科ごとのグラフです。特に下段の水色の線で表された中学

校の英語が平均的に高い傾向となっており、それに他の教科が牽引される形で伸び

るという状況となっております。 
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教育委員会では、毎年、県学習状況調査の結果を分析した資料を作成し、各学校

に配布しておりまして、課題となっている教科や内容を明確にした上で、各学校が

どのように学力向上に取り組んでいくか、その方策を示しております。 

今後も、分析を通して明確にした課題を各校と共有しながら、三沢市の児童生徒

の学力向上に努めていきたいと考えております。以上でございます。 

 

 【種市市長】 

   説明が終わりましたので、皆様からご意見を頂きたいと思います。 

  

 【黒沢委員】 

   学習調査の結果について、まず県比より伸びていることは大変喜ばしい事と思っ

ております。特に英語に関しては１１５パーセントと１１０を超える数字というの

はかなりの成果てあると思いますが、反面、国語のパーセンテージが１００点であ

りましてやはりいわいる母国語の読解力は、なくてはならないことだと思いますし、

読解力、国語力は数学にも影響を及ぼすことでありますので、読み解く力そしてこ

ちらの方にも国語についての課題として書かれてはおりますが、平均してしまうと

英語の高くなっている部分がカバーしてしまっている、だけれでもやはり苦手な部

分を伸ばしていくところには注目していくところであると思います。 

  

【種市市長】 

   ありがとうございました。 

   他に何かございますか。 

  

【冨田委員】 

   はい、私の方から若干、先ほど学校教育課長の方からも、お話しがありましたけ

れども、校長先生方には数値の見方についても若干、お願いをしているところであ

ります。例えば、県の平均に比べて、県の平均が１００としてどれ位なのかという

ことでしたけれども、一応、県の方でまとめている冊子等には補足が係れているの

ですけれども、プラスマイナス５は一応平均の中に含まれるという捉え方をしてお

ります。ですから、学校の方には１０５を越えれば平均を超えた、それぞれ学校で

事情があるので中々厳しい状況にある学校もあるので９５を割らないようにいろ

いろ日常の授業の方を大事にしたり、個別の指導をお願いしている。また、条件が

良いところは先ほど申し上げた通り、１０５を超えたことでちゃんと超えたことに

なるので子供たち先生方は目標をしっかり持ってやっていただきたい。以上です。 

 

 

 【種市市長】 
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   その他に、ありますか。 

 

 【相沢委員】 

   先ほど、黒沢委員からもありましたが、国語が全ての教科の基本となると思って

います。 

   全体的にですが、読解力とか言葉を理解することとか、話しを聞いて理解すると

か、そういう事に関して国語の力が基本になるかなと思っていますので、小中いず

れも若干低めというのは今後、国語の強化に力を入れていくのが必要と思っていま

す。 

  一方で、成果が出ている部分もありまして中学校の英語は、三沢は小学校でも力を

入れてきたので、それを踏まえて中学校での英語を指導してきた成果が出ているの

かなと思いました。 

   三沢の特徴を生かして反映されていい傾向かなと思っとります。 

  また、今後にも期待していきたいと思っとります。 

 

【種市市長】 

  ということで、この件につきましては、よろしいでしょうか。 

  それでは、続きまして「生徒指導面について」を議題とします。 

  事務局の説明をお願いします。 

 

【米内山学校教育課長】 

紫色の付箋のページをお開きください。いじめ、不登校など生徒指導上の諸課題

について説明させていただきます。 

まず、はじめに、いじめにつきましては、昨年度同時期と比較して小学校は２８

件の増加、中学校は４５件の増加と、共に認知件数が増加しております。 

また、いじめの態様としては小学校は、「冷やかし・からかい」が最も多く、続

いて「軽くぶつかられたり、たたかれたりする」、「ひどくぶつかられたり・たたか

れたりする」の順になっております。中学校は「冷やかし・からかい」、「パソコン

や携帯電話等で誹謗中傷や嫌なことをされる」「軽くぶつかられたり・叩かれたり

する」の順となっております。 

いじめの認知件数が増加したのは、小・中学校ともにあだ名をいわれたとか、冷

やかしなどの比較的軽微な事案もいじめとして認知するなど積極的な認知と解消

に向けた丁寧な指導を行っているためであるととらえております。いじめの定義が

改訂され、各学校では軽微な案件でも積極的に認知する取組を行っています。 

各学校では、いじめの早期発見に向けて、教育相談やアンケート調査等を通して

実態把握するとともに、児童生徒が主体となった学校いじめ防止プログラムを計画

的に実施し、未然防止に努めております。 
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つづいて、２番の不登校についてです。 

不登校数につきましては、起立性調節障害などの病気と関係する場合が多くみら

れるようになっており、病気欠席との判断が難しい事例が出てきております。 

このため、今年から長期欠席者数ということで集計しており、これまでとは調査

方法が変わったため、昨年度とは単純に比較できないのですが、小学校は、昨年度

同時期に比べ、残念ながら、１１名から１４名へと若干増加したものの、中学校は、

４９名から３９名となり、１０名減ということで、大幅に減少しました。 

各学校では、スクールカウンセラーや相談員等を活用し、家庭及び関係機関等と

の連携や、学校が親身になって家庭訪問を繰り返すなどの対応を行っております。

特に市内の中学校は、これまで、不登校傾向の生徒数は県や全国の出現率より高い

数値を示しておりましたが、新たな不登校を出さないように努めた結果、昨年度か

ら減少傾向に転じております。 

３番のその他の問題行動については、小学校は、万引き，その他の窃盗，授業妨

害・抜け出しなどが発生しています。中学校は、窃盗、喫煙，深夜徘徊・無断外泊・

家出などが発生していますが、総数は減少しており、実指導人数は、小学校のほう

が多い現状となっております。 

県全体でも小学校での万引きが増加しているなど，問題行動の低年齢化が問題と

なっておりまして、各学校では、教育活動や体験活動等の充実を図り，思いやりの

心，規範意識，正義感などの人間尊重の精神及び公共心などを日頃の生活の中から

育む取組が行われています。また，基本的生活習慣の確立や情報機器の使用の家庭

内ルールづくりなど，啓発活動に取り組んでもらっています。 

また、最近の傾向として、発達障害傾向の児童生徒が、授業妨害・抜け出しなど

の問題行動と結びつくことも見られるため、特別支援の観点からの指導も必要とな

っております。 

 

 【種市市長】 

   それでは、皆様のご意見をお伺いします。 

 

 【立花委員】 

今、説明がありましたが、いじめについてはなかなか無くならないというのが現

状ですけれども、軽微なものもいじめとしてとらえるということを学校の方にも促

している結果なのかなと思っています。中には、正直自分がいじめられていないと

思っている子も中にはいるとの報告を受けている。ただ、いじめはエスカレートし

て最悪の場合は自分から命を絶つといったことも現実には全国のニュース等でも

報道されている。先日、滋賀県のいじめが大きく注目された事件がありまして、生

徒に補償をということも実際ありましたし、これは根気よく先生方も注意して行く

ことが必要と思っています。逆に私たちも、毎月報告は受けているんですけども逆
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に全くないという方が、私たちも不安に、本当にないのかなと、もう少し細かいと

ころまで子供たちを注視していく必要があると思います。また、不登校についても

起立性調節障害という障害も最近は病院も増えてきて、ある程度病名が付けば親も

安心という意見も実際にあります。ただ、将来のことを考えますとやはり不登校と

いうのは問題であると思いますし、三沢は特殊な事情があると言われますけども、

けしてそうではなく一人でも不登校を減らす努力はこれからも続けて行かなけれ

ばならないと感じております。 

  

【種市市長】 

  ありがとうございました。他に、ございませんか。 

 

【黒沢委員】  

  いじめということで、保護者の方々が連想するのは、テレビ等で報道されている

事件性の強いものを印象で思われると思う。子供の発達から考えて上でいじめとい

う今回あげられている、ひやかし、からかいやぶつかりなどといった中にはコミュ

ニケーションを付けていくための過程に起こりえることというのが多くあるので

はないかと思います。子供は自分の意見を発してそして言うことで相手の意見とぶ

つかるそして調整をして相手の気持ちを思いやるその心が育っていくものであり

まして、本来であれば幼児期にある程度その部分は育つと思われているのですが、

やはり最近の傾向としては、地域のつながり希薄化ですとか核家族化ですとか、子

供同士が様々な場面で出会う機会が少なくなっていますので子供の学びとしてコ

ミュニケーションの学びは少し少なくなっているのではないかなと思います。です

ので、小学校に入ってから低学年、中学年、高学年でもしかしたらそういった学び

が続いているのかなと思うところもある。ですので、先生方がまず気付く認識をも

つということが大切ですし、今回、毎月の調査のことによって、そこはかなり気付

きの  に繋がっていると思う。そして適切に、教育長がよくいう上手に謝れる、

そういった当たり前のことでありながらも、子供たちは大切なルールですのでそう

いった側面を忘れずに、いじめという言葉に振り回されず最低限やらなければなら

ないコミュニケーションを、いま身につけていく段階だという認識は忘れずにこの

数字を見ていきたいと思います。 

 

【種市市長】 

   抜け出しと言うのは、どういったことを言うのか。 

 

【米内山課長】 

   ＡＤＨＤという言葉がるのですが、発達障害の一つとして、落ち着いて授業を受

けることが出来ないで授業中に走り回ってしまったりする行動です。中には教室を
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飛び出してしまう子供も見られる。昔の、中学生などが荒れていたころも抜け出し

と言っていたが、最近は少し状況が変わってき小学校の子供が黙って座っていられ

ない場合も多くなってきている。 

 

【冨田委員】 

 私の方から、まず一つ目ですが、不登校のところですが頑張って数値のところを

特に中学校のところは改善されてきている方向が出てきている。小学校ももちろん

ですが休んでいる子供たちへのいまいまの対応ももちろん大事な事なんですけど

も、ひとつのポイントとすれば卒業、小学校卒業又は中学校卒業の受験というとこ

ろはいわゆる節目として非常に長期的に休みがちな子ども、実際、休んでいる子供

たちにいわゆる進路の部分については計画的にお願いしている。中学校卒業した時

に４月に自分が行くところがないということが絶対にないように、定時制であると

か通信制であるとかいろんな学校があると思うが、とにかく現状の自分が行けると

ころやってみたいところにしっかりといって、短いスパンで見るとちょっと遠回り

しているように見えても、３０歳、４０歳になったときにしっかりとルートが出来

ていく、そこのところが学校、教育委員会、相談室、親御さんたちとも連携、協力

して万全しているところです。ちなみに昨年度もそういう子供さんたちも人数は多

かったが、今まではあまりうまく行かなかったけれども４月になったらこう一回と

いう気持ちにはさせるように大事にしている。いまいまの不登校を心配するのもそ

うですけども、やはり引きこもらせなというのが大事、一回引きこもってしまうと

４０歳、５０歳になっても引きこもっている人たち今の世の中にいますので、そう

いう風にさせないように手を尽くしているところです。発達障害のことに関しては、

三沢市にはいわいる発達障害に関する専門にしている先生がいて、やはり学校に入

ってから手を尽くそうとするとやはりどうしても一手、二手遅れてしまう、幼稚園、

保育園を今年一年回ってもらって参観日や集会等に積極的に行って、幼児の段階か

ら自分も子供さんがそうじゃないかと言われる前に、一般論としてどういう体制を

つくればいいのかどういう対応をすればいいのかというのに手をかけている。その

効果として出てくるのは時間がかかるかとは思うが、幼稚園、保育園からはありが

たいと意見があります。 

 

【種市市長】 

   よろしいですか。 

それでは、「三つ目の新学習指導要領への対応について」を、議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 
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【米内山課長】 

先ほど御説明させていただいた学習面や生徒指導面など市内の学校教育の現状

を受けるとともに、平成３２年度から完全実施がはじまる新学習指導要領の趣旨を

踏まえまして、今後の学校教育の施策として、「英語教育セカンドステージ」と「Ｉ

Ｃ Ｔの環境整備」の２つについて御説明させていただきます。 

まずピンクの付箋のページをお開きください。 

「三沢の英語教育 Second Stage へ」について説明させていただきます。三沢市

ではこれまで平成１８年度に英語教育に関する特区の指定を受け、その後教育課程

特例校として、小学校１年生からの英語活動を進めて参りました。しかしながら、

他の地域においても平成３２年度からの新学習指導要領全面実施に向けて、小学校

３年生からの外国語活動が開始となり英語教育に力を入れ始めてきています。今後

も三沢市が英語の先進地区として、英語教育でのさらなる独自性を打ち出すために、

これまでの施策を見直し、英語教育の充実を図るため今後目指す方向性として作成

したのが、この「三沢の英語教育 Second Stage へ」（案）であります。 

それでは、特に新年度に動き出す施策を中心に説明させていただきます。 

まず、施策１の英語教育推進委員会についてです。この推進委員会は、これから

の英語教育の方向性について協議したり、英語活動科ならびに英語科の授業の活性

化を図っていく上での中心的組織として活動して参ります。これまでは年４回実施

しておりましたが、セカンドステージに対応できるよう新年度は年間６回へと増や

して対応していきたいと考えております。 

施策の２ 新小中学校教育指導計画についてです。現在、三沢市内の小学校では

教育委員会が作成・配布した共通の指導計画を使用して授業を行っていますが、新

学習指導要領の完全実施を見据えて、さらに、教科書等の内容を含めた新しい教育

指導計画書を作成・配布する計画です。 

次に施策３のジュニア・イングリッシュ・デイについてです。資料の次のページ

の実施要項案をご覧ください。これまで、中学生対象のイングリッシュキャンプを

実施してきましたが、小学生については、新規に市内小学校 6年生を対象としたジ

ュニア・イングリッシュ・デイを実施する計画です。新年度は冬季休業中にそのよ

うな内容で実施したいと考えております。 

続きまして、施策４英単語集の印刷・活用についてです。次の右上に施策４と書

かれたページを御覧ください。これは県が作った単語集ですが、これを参考にして

作成したいと考えております。 

続いてその裏のページを御覧ください。 

青森県で使用されている現行の教科書に掲載されている英単語、そして小学校外

国語教材に使用されている英単語から選定した単語集を作成し、小中接続の教材の

一つにしたいと考えています。 

 続いて、施策５「市独自のハンドブック集の作成・配布」についてです。 
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資料は次の「施策５」と書かれたページを御覧ください。これは他県の例ですが、

イメージとしてはこのようなハンドブック集を作りたいと考えております。 

三沢市のハンドブックは、小学校英語活動科の事例を示すとともに、中学校１年生

段階で出てくる言語活動のワークシート集をまとめたいと考えております。 

次にピンクの付箋のついた最初の Second Stage の表のページに戻っていただ

いて、ページ下の、米印２のところを御覧ください。「英語検定の機会拡充につい

て」です。現在、中学校３年生の希望者を対象に２学期に実施される英語検定試験

の機会１回のみの受検料を補助しておりますが、新年度は、１学期と２学期どちら

か子供達の都合に合わせて選択できることとし、受検しやすいよう配慮して積極的

な受検を呼び掛けていきたいと思います。 

次の米印３番目は、外部の英語団体との連携です。アメリカンデーなどのイベン

ト機会を活用し、市内にあるＭＩＣ（エムアイシー、ミック）などの外部英語団体

と連携をしながら、児童生徒が市内在住の外国人と交流するなどの英語を使った活

動について検討して参りたいと考えております。 

以上、英語教育 Second Stage の今後の展望について、説明させていただきまし

た。これらの施策を組合せながら、三沢の英語教育を推進していきたいと考えてお

ります。 

平成３０年度 第１回三沢市総合教育会議「ＩＣＴ環境整備」説明原稿資料最後

のオレンジ色の付箋のページをお開きください。 

ＩＣＴ環境整備について御説明いたします。 

 現在，新学習指導要領では，情報活用能力が学習の基盤となる資質・能力として

位置付けられ，小学校においては，プログラミング教育が必修化となることから，

学習者用タブレット端末や大型提示装置，無線ＬＡＮなど，学校におけるＩＣＴ環

境整備の加速化を図る必要がある状況となっております。 

このことを踏まえ，来年度は，ＩＣＴ環境整備モデル校事業を実施することとし

ています。３の事業概要をご覧ください。モデル校として，小学校１校，中学校１

校を指定し，それぞれの学校に四角で囲んでいる１ユニットのＩＣＴ環境を整備し

ます。モデル校には，ＩＣＴを活用した授業実践を蓄積してもらい，１１月の授業

研修会で授業公開を，翌年１月には事業報告書を提出してもらい，今後の整備計画

及び研修計画を立案する上での参考にしたいと考えております。 

次のページをご覧ください。ただいま説明した来年度以降のＩＣＴ環境整備の目

指す方向性でございますが，第２段階として，全ての小・中学校に１ユニットずつ

整備したいと考えております。第３段階では，３～４人に１台程度のタブレット端

末を２人１台程度，そして，特別支援学級にも整備したいと考えております。第４・

第５段階では，学校規模に応じて，２ユニット目，３ユニット目と，整備し，それ

らユニットのタブレット端末の台数を増やしていきたいと考えております。 

いずれにしましても，２０２０年度から新学習指導要領が完全実施となることか
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ら，学校教育に支障が出ないよう，整備を推進して参りたいと考えております。   

以上でございます。 

 

 

【種市市長】 

ありがとうございました。 

それでは、委員の皆さんからご意見等を伺いたいと思います。 

 

【立花委員】 

  ＩＣＴ環境整備に関してですが、新年度に予算を付けていただいたということで

大変ありがとうございました。 

   ただ、最終的には全部の学級となれば相当な予算も必要になりますし、ある程度

計画を持って進めていなかければならないと思いますが、まずは、第一段階でちゃ

んと結果を残して段々と予算付けをしていただければ我々としても助かるなと感

じております。 

 

 【種市市長】 

   これは何処でもやっているのですか。 

 

 【冨田委員】  

   多少、進みが早いところと遅いところとがあるが、青森県全体少し遅めでありま

す。 

 

 【黒沢委員】   

   今までのように、自分の脳に知識を植え付ける記憶型の学習ではなく、今、イン

ターネットで情報はかなり集約されているので、その中で情報をいかに自分に必要

に、そして人に必要に使いこなせるかという能力が求められておりますので、その

機械を操作できなければ能力の向上には向かうことが出来ない。時代に遅れること

なく環境を整えることは重要なことと思います。     

   英語教育に関しては、小中学校の指導計画はやはり三沢は小学校一年生から英語

の学習が含まれておりまして中学校になったときにかなり英語の能力をもって進

学するんですけども、他地区から来る先生方がその力に気づくことがなかなか難し

いという状況もあって、それを承知した小中の連携が大切なことと思っている。 

  

【種市市長】  

  他に、ご意見ございませんか。 

  無いようですので、本日の議事は終了となります。 
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  せっかくの機会でもありますので、その他、何かあれば、ご発言をいただければと

思います。 

   

 

【立花委員】 

  毎年、委員が市内小中学校を学校訪問し学校のまわりの環境や授業等を見学してお

ります。三沢は比較的新しい学校も多く整備はされていると思います。ただ、気にな

るのが古い学校、一中、五中を見ると老朽化も進んでいるように見えます。もちろん

耐震化はしているでしょうけれども、ある程度先を見て新しくするような方向性を考

えて行かなければならないのかなと感じています。 

 

【冨田委員】 

  学校を含めた教育関係の長寿命化計画に個別の計画を、来年、再来年度までに作る 

 準備を進めているところであります。また、規模が予想よりも大きくなってきている

人数が増えている学校と、人数が減少してきている学校もありますので、適正化の規

模の部分と長寿命化の部分とをリンクさせていきながら２０５０年の三沢市の減少

率は他に比べて激しくはないが、それでも減っていくのでそれを見据えた、２０年３

０年先の教育環境の適正化を大事にしていかなければならないと考えております。 

 

【種市市長】 

  教室が空いている学校もあれば、足りない学校があるようですが。 

 

【冨田委員】 

  どこの地区も、避けて通れないので、そういうのをある程度方向性や基準を設けて

おくことが親御さんや地域方々にとっての安心感につながるのではないかと思って

いる。必要以上に刺激や不安感を与えないようにしながら、市の教育行政の考え方を

周知していく必要があると考えております。 

 

【相沢委員】 

  毎年、各学校から通学路の危険個所を上げてもらって、それにその都度対応やって

きている。対応するところが委員会だったり市だったりいろいろあるが、市で対応い

ていただけるところも今年度も点検して改善など、やれるものはすべてやっていただ

いている。早急に対応していただいていることは大変にありがたいことで思っていま

す。子供たちの通学路の安全と言うのは大事な事ですので今後もやっていただきたい

と思います。 

 

【冨田委員】 
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  私も就任して一年が過ぎました。子供たちはもとより学校やＰＴＡ、地域の方々の

頑張りと市長部局のご理解ご協力がうまく行って、学校の方が少しずつうまく回り始

めていると感じております。しかしながら、まだまだ課題ややらなければならないこ

とや、やりたいことがまた逆に増えてきているところであります。引き続き関係者の

皆様と連携協力してこれらの良い流れを堅実なものにしていきたいと思っておりま

すので、引き続きよろしくお願いしたい。  

 

 

【種市市長】 

  会議の方は、これで閉じますがよろしいですか。では、終わります。 

 

【佐々木総務部長】 

  以上をもちまして、平成３０年度第１回三沢市総合教育会議を閉会いたします。 

 本日は、誠にありがとうございました。 

 


